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(105) 鏡をとりあげたのを嚆矢とする。20 世紀になると，羅振玉は『古鏡圖錄』(1916 年)
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年 (174) から円安十四年 (209) までの紀年鏡 6面をとりあげた。
このような紀年銘の硏究をもとに，考古學から鏡の樣式と年をはじめて議論したの
が富岡藏である。まず始円國二年 (10) 獸帶鏡や「王氏作悦…多賀怨家」・「怨 善銅」
などの銘をもつ方格規矩四神鏡を王厭代に位置づけ〔富岡 1920：40-43 頁〕，永康元年
(167) 鏡などから神獸鏡が後漢中に出現したこと，紀年をもつ神獸鏡をもとに漢末から
































































漢成5の永始二年 ( 15) 鏡を嚆矢として，後 1世紀初頭の王厭鏡，1世紀後$の淮と
吳の鏡に分けられる。






紀元 1 年に5がわずか 9歲で卽位し，大司馬の王厭が國政を總覽することになっ
た。『周禮』などの儒敎思想にもとづいて，王厭はさまざまな制度改革とI民への賑恤政
策を推(し，「安漢公」の稱號をたまわった。元始五年 (後 5) 十二，5は突然Kじ，
わずか 2歲の劉嬰 (孺子嬰) が後繼に決まった。王厭は「攝皇5」すなわち周公のように
攝政として皇5の位に卽き，年を居攝元年と改元した。
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190 初元年，正戊午日，吾作眀鏡自 己 (方銘獸鏡)
元興元年 (105) 鏡に 4種あり，それ以後は永壽二年 (156) まで 50 年あまりの空白が















{熹七年 (164) 鏡に「五十五日丙」，円寧元年 (168) 鏡に「九九日丙午」，円寧二年







院考古系ほか 2009〕に「正丙午日，董氏4作，尙方眀悦自 紀」ではじまる銘 (集釋

















をもつ獸が 3 ないし 4體めぐり，その胴部に西王
母・東王公などの神がみが坐っている鏡である。內區外周に$圓方形帶があり，外區に
は銘帶のものと畫帶のものとがある。樋口隆康〔1979：213-220 頁〕は元興元年 (105) か
ら熹二年 (173) までは三神三獸鏡，永康元年 (167) から中四年 (187) までは四神四
























仙人王喬赤兮。 仙人の王 (子) 喬・赤 (松子) の如し。








また，湖北省鄂州市鄂鋼焦/工地 51 號墓から出土した熹七年 (178) 狀
三神三獸
鏡 (鄂州 102) は，內區の$分以上が缺損し，外區の銘も一部が失われているが，
熹七年正廿五日丙午， 熹七年正二十五日丙午に，
暴氏作尙方眀悦，幽湅三商。 暴氏は尙方の鏡を作るに，三商を幽鍊せり。




















圖 1-3 熹二年鏡と熹七年「暴氏」鏡との類似に，四神四獸鏡では圖 1-4 永康元年鏡
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1：泉屋z古館藏{熹二年 (159)「廣漢西蜀」三神三獸鏡 (岡村撮影)，2：五島美館藏永康元年 (167) 三神
三獸鏡 (岡村撮影)，3：和泉市久保惣記念美館藏熹二年 (173) 三神三獸鏡 (岡村撮影)，4：上海z物館
藏永康元年 (167) 四神四獸鏡 (森下違司氏撮影)，5：王綱懷氏藏光和五年 (182)「廣漢西蜀」四神四獸鏡
(岡村撮影)，6：上海z物館藏中四年 (187) 四神四獸鏡 (森下違司氏撮影)
と圖 1-6 中四年鏡との類似に16される。また，圖 1-2 永康元年鏡・圖 1-4 永康元年





鏡と中六年 (189)・初元年 (190) 方銘獸鏡があるだけである。「廣漢西蜀」など廣
漢の8液は，圖 1-1{熹二年鏡から圖 1-6 中四年鏡まで一貫して外區に菱雲を用


















圖 紀年 作鏡者 發1者
法 量




















尙方 10.7 235 2.66 三神三獸  m重弧 1 無 $圓 銘 無 渦
熹七
(178)

















「吾作」で，「自 己 (方)。除去不羊冝古市 (孫子)」という七言句を共 している。これ






















對照してみると，円安元年 (196) 鏡を指標とするⅠA式と円安七年 (202) 鏡を指標とす
るⅠ B式とに二分できる。Ⅰ B式には円安十年 (205) までの紀年鏡があり，この 2型式
には「示氏」以外の作鏡者名はみあたらない。したがって，この 2型式は円安元年から
円安十年までのあいだに「示氏」を中心に連作された重列式神獸鏡と考えられ，これを
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圖 2 ｢示氏」系の重列式神獸鏡
1：湖北省鄂州市怨英山村 12 組出土円安元年 (196)「示氏」鏡 (鄂州 140)，2：孔震氏藏円安七年 (202)
「示氏」鏡 (森下違司氏撮影)，3：中國國家z物館藏円安十年 (205) 鏡 (人硏考古料)，4：上海z物館
藏円安十年 (205)「示氏」鏡 (森下違司氏撮影)，5：淮南市z物館藏円安九年 (204) 鏡〔淮南市z物館
2010：62 頁〕，6：湖北省鄂州市七里界冶円工地出土円安十九年 (214) 鏡 (鄂州 142)
神を同定することはむずかしいが，西王母らしい女神宴はみあたらない。




















つぎにⅠ B式について。円安七年 (202) 四の重列式神獸鏡に浙江省餘姚市涼湖大C

































で，上海z物館藏の圖 2-4円安十年「示氏」鏡 (上海 56) を例とする。以上の 3類はいず
れも內區を 5段に分けたものだが，そのほかに 3段に區畫するものが 2例ある。そのひ








の空白がある。圖 2-6 はその湖北省鄂州市七里界冶円工地出土鏡 (鄂州 142) で，ⅠA
式の円安元年鏡に類似した圖宴成をもつが，11體の神宴はすべて顎鬚をたくわえた男
神で，上から 2段目の「白牙」と鍾子，下から 2段目の句芒と蠡形水神〔林巳奈夫 1973〕
が，それぞれ左右いれかわっている。外區の銘は以下のとおり。





黃5仙人，東王父西母， 黃5・仙人，東王父・西 (王) 母あり。



















圖 3 にその「張氏元公」重列式神獸鏡を示した。圖 3-1 は湖南省衡陽市o子®の後漢
墓で發掘された鏡〔湖南省z物館 1981〕，圖 3-2 は湖北省鄂州市郵電局出土鏡 (鄂州 244) で








同じころ各種の神獸鏡を創作していたのが「盖 (方)」である。圖 3-3 は上海z物館藏
の「盖方」重列式神獸鏡 (上海 66) で，このⅡ式とほぼ同じ圖宴成をもつ。その銘は
七言句に四言句を接合した雜言體で，釋はつぎのとおり (集釋 725)。




東 王父，西 王母。 東に王父 り，西に王母 り。
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公」鏡 (鄂州 244)，3：上海z物館藏「盖方」鏡 (森下違司氏撮影)，4：湖北省鄂州市五里墩村出土「盖」











が「尙方」であることが裏づけられる。この第 1・第 2句は「尙方」が 180 年代に江南に
移動して制作した狀
神獸鏡 (開堂 37) の集釋 724 と共:し，それに後續してつくら
れたのであろう。また，その「自 己」「余去不羊」は廣漢の中六年 (189) と初元
年 (190) の方銘獸鏡に用いられたほか，第 11句の「合湅三黃」は熹三年 (174)「尙
方」獸首鏡の「合湅白黃」に類似し，「生如山石」などの語句にも廣漢の名殘りをとど


























































りは圖 3-4「盖」鏡より鮮である。外區の銘は「盖」鏡と同類の集釋 746 であるが，
第 5句以下を「五5昔時，円安四□，玄龜威¿」に改めている。實見したところ「円安
四□」の部分は後補の疑いがあるものの，%藏者の黃洪彬氏はこれを「円安四年」と讀









「盖 (方)」鏡と同じⅡ式に屬している。その表現は，上述のⅡ式 5面のなかでは圖 3-5 鏡
よりも圖 3-1 鏡にい。また，銘は銹と型液れのため讀めない部分があるけれども，
後$は漢鏡 6の吳が多用した樋口分類の銘 Nにならったものである。そのことか
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系のⅠ A式・Ⅰ B式ではなく，「張氏元公」・「盖 (方)」系のⅡ式にならっていることか
らみれば，「堂中」は會稽と關係していた可能性がある。















































第 6句までは王厭代の集釋 454 にはじまる樋口分類の銘 Nであり，上述の円安二十六
年 (221)「堂中」重列式神獸鏡にも用いられていた。第 7句以下にはめずらしい語句をふ
くむが，@體に正しく押韻した定型*な句形であり，以下に檢討する會稽の銘とは



















ほか，同姓の鏡工として黃初四年 (223) 對置式神獸鏡の「會稽師鮑作」，黃武四年 (225)
重列式神獸鏡の「鮑師」，黃龍二年 (230) 同向式神獸鏡の「師鮑氏%作」と「太師鮑豫而
作」の 2種，嘉禾五年 (236) 重列式神獸鏡の「太師鮑豫4作」，円興二年 (253) 同向式











































































































曹操の「短歌行 其二」(『樂府詩集』卷 30) には，
周西伯昌，懷此«德。 周の西伯昌，此の«德を懷く。
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(2) 吳の鏡工たち
吳縣 (いまの江蘇省蘇州市) は，會稽山陰と竝ぶ江南の大都市で，円安六年 (201) に孫
權が討虜將軍としてÕ屯し，吳の據點となった。そこでは漢鏡 6に「吳朱師」や「吳















また，古鏡・中 28 (小校 15-53 に同じ) の「吳郡趙忠」對置式神獸鏡は，これとほぼ同
じ圖宴成をもつが，內區外周の$圓方形帶は四方にx彫の四神と$圓とを配し，それ


























































年 (221) 同向式神獸鏡の鈕に「上大將軍校尉李周竟」(鄂州 178)，鄂州市西山出土の獸首
鏡の鈕に「陸凱士李□」(鄂州 41)，和泉市久保惣記念美館藏の黃武六年 (227) 重列式
神獸鏡の鈕に「吳將軍士張興竟」(圖說：吳 6)，天理參考館藏の重列式神獸鏡の周緣に
「將軍孫怡士張悦七寸」とある。「上大將軍」は 229 年に吳の上大將軍に任命された陸






























































六二十五日の同向式神獸鏡 (浙江修訂 65) は，「吾」字を「五」と「口」の 2字に分け
て書き，「眀」字の「目」と「」を上下に書いている。「」字の「日」と「」を上
下に書くことは，泉屋z古館藏の黃初二年 (221)「武昌%作」同向式神獸鏡 (圖說：魏 1)
について梅原末治が早くに指摘しているが，大阪市立美館藏の黃初三年 (222)「師卜」




にかかげ，內區にその圖宴をあらわした。円安七年 (202) から円安十年 (205) の「示
氏」重列式神獸鏡Ⅰ B式になると「朱鳥・玄武，白虎・靑龍」の銘と圖宴が出現し，
西王母と東王公の圖宴があらわれた。この變/の背景に，先行する「張氏元公」や「盖




























これをみると，重列式神獸鏡は円安二十二年 (217) から赤烏五年 (242) まで連續*につ
くられているが，それ以後は 20 年ほどの空白をおいて永安四年 (261) 鏡と天紀元年







られ，「上 朱鳥 (玄) 武」や「上 東王西王母公」という圖宴說の銘があらわれる。
四言句を8とする銘があらわれるのも嘉禾年閒になってからである。吳を嘉禾年
閒までとする理由のひとつは，そこにある。





圖 4-2 は湖北省鄂州市朱家堖 21 號墓出土の黃武六年 (226)「會稽山陰作師鮑¨」鏡
(鄂城 110)，圖 4-3 は和泉市久保惣記念美館藏の黃龍元年 (229)「師陳世」鏡 (圖說：吳
9)，圖 4-4 は湖北省鄂州市西山鐵礦出土の黃龍二年 (230)「太師鮑豫」鏡 (鄂城 112)，圖



























1：泉屋z古館藏円安二十二年 (217)「師蔭豫」鏡 (泉屋 62)，2：湖北省鄂州市朱家堖 21 號墓出土黃武六
年 (227)「會稽山陰作師鮑¨」鏡 (鄂州 181)，3：和泉市久保惣記念美館藏黃龍元年 (229)「師陳世」鏡
(岡村撮影)，4：湖北省鄂州市西山鐵礦出土黃龍二年 (230)「太師鮑豫」鏡 (鄂州 185)，5：湖北省鄂州市

































(253) まで 20 年あまりの空白閒があり，吳後には 4 面しかない。それは重列式神獸
鏡に 242〜261 年の空白があり，吳後・西晉代には 3面しかないことと軌を一にする。











圖 5-1 と圖 5-2 には外區に集釋 746 の銘をもつ「盖」鏡を示した。圖 5-1 は浙江省
金華地區物管理委員會藏鏡 (浙江修訂 67)，圖 5-2 は五島美館藏鏡である。兩面とも
鈕の左右に西王母と東王公を配するが，內區の幅が狹いために，いわゆる龍虎座の禽獸
を圖 5-1 鏡は外側だけ，圖 5-2 鏡は內側だけいれている。大きく衣なるのは上段と下段














圖 5-4 は湖北省鄂州市鄂鋼五里墩工地 14 號墓出土の黃初二年「楊州會稽山陰師蔭豫%
作」鏡 (鄂州 178) である。四神四獸の成で，上段には伯牙を中心とする 3體の神宴，







圖 5-5 は小校 15-16 の「吳郡©蔓」鏡で，銘の「大歲丙午」によって黃武五年 (226)
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圖 5 漢鏡 7から吳の同向式神獸鏡
1：浙江省金華地區物管理委員會藏「盖」鏡 (浙江修訂 67)，2：五島美館藏「盖」鏡 (岡村撮影)，3：
泉屋z古館藏黃初二年 (221)「武昌%作」鏡 (泉屋 77)，4：湖北省鄂州市鄂鋼五里墩工地 14 號墓出土黃初
二年 (221)「楊州會稽山陰師蔭豫%作」鏡 (鄂州 178)，5：「吳郡©蔓」鏡 (小校 15-16)，6：個人藏黃龍二

















卜」鏡 (圖說：魏 2) は五神三獸の圖宴成で，$圓方形帶がない。また，五島美館藏
の黃武五年 (226)「思子丂」鏡 (圖說：吳 5) は內區上段の二神二獸だけが頭を鈕に向け，


















同向式神獸鏡の圖 6-1 は羅振玉舊藏 (圖說：漢 30)，圖 6-2 は浙江省龍游縣寺底袁出土 (浙
江修訂 65) であり，對置式神獸鏡の圖 6-3 は泉屋z古館の%藏 (泉屋 69)，圖 6-4 は孔震
氏の%藏である。圖 6-2 鏡だけ鈕座の連珠と$圓方形帶を省略しているが，そのほか
の 3 面は$圓方形帶の樣も一致している。また，圖 6-3 鏡と圖 6-4 鏡の鈕下の神宴を
みると，圖 6-3 鏡では神宴の右，圖 6-4 鏡では神宴の左に禽獸があらわされている。こ
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圖 6 円安二十四年 (219) の同向式神獸鏡と對置式神獸鏡
































ある。そこで，圖 7 の 1〜3 には「九子」對置式神獸鏡とその系瓜につながる畫帶の對
置式神獸鏡，4〜6 には銘帶の對置式神獸鏡を示した。











圖 7-2 は古鏡・中 28 (小校 15-53) の「吳郡趙忠」鏡で，方格內には 1字ずつ「吳郡趙














j者卿公」という四言句があり (集釋・吳 04)，圖 7-2 鏡と同じように西王母と東王公の
圖宴をあらわしたことをいう。
圖 7-4 は湖北省鄂州市鄂鋼西山鐵礦出土の「盖」鏡 (鄂州 111) であり，圖 3-4「盖」
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圖 7-5 は湖北省鄂州市廢品收ë站でY集された円安二十一年 (216) 鏡 (鄂州 144) で，
同型鏡に東京國立z物館藏鏡 (五島 37) がある。その銘は，
円安廿一年， 円安二十一年，











家 五馬千頭羊。 家には五ひきの馬と千頭の羊と らん。
とあり，後の 1句は難讀のため省略した。第 3句に「會稽%作」とある會稽の作品




















は，森下違司〔2011〕が論じたとおりである。また，圖 7-2 鏡の銘に「象« («を象
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圖 7 漢鏡 7から吳の對置式神獸鏡
1：湖北省鄂州市鄂鋼 544 工地出土「九子」鏡 (鄂城 95)，2：「吳郡趙忠」鏡 (古鏡・中 28)，3：湖北省鄂
州市塗鎭公社毛壙大C出土「吳4」鏡 (鄂城 96)，4：湖北省鄂州市鄂鋼西山鐵礦出土「盖」鏡 (鄂州 111)，


























家右馬千頭羊。 家には (五) 馬と千頭の羊 らん。
とあり，紀年の體例のほか，第 4句の「家右馬千頭羊」も圖 7-5 鏡と共:する。
圖 8-2 は故宮z物院藏の円安二十四年鏡 (故宮 27) である。內區の圖宴表現はⅠ式をよ
く模倣しているが，$圓方形帶を省略している。
mにみた圖 6-3 と圖 6-4 も円安二十四年の對置式神獸鏡であり，どちらも「円安廿
四年六辛巳朔廿五日乙巳4 (一巳/奇)」という會稽の紀年銘をもつ。上述のように，
その圖宴表現は同一の年日に制作された同向式神獸鏡とほぼ同じである。さらにⅠ式
では西王母と東王公が8神であったが，圖 6-3 鏡と圖 6-4 鏡では西王母・東王公をふく
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圖 8 吳の對置式神獸鏡
1：浙江省衢州市龔家埠墓出土円安二十四年 (219) 鏡 (浙江修訂 74)，2：故宮z物院藏円安二十四年
(219) 鏡 (故宮 27)，3：泉屋z古館藏{康元年 (220) 鏡 (泉屋 70)，4：五島美館藏黃初四年 (223)「會




同向式神獸鏡の影´をうけて圖 6-3・圖 6-4・圖 8-1 鏡のように神宴の8從關係が瞭で
ないものが出現する。これをⅡ式とする。





圖 8-4 は五島美館藏の黃初四年 (223)「會稽師鮑」鏡 (五島 42) であり，同型鏡に湖





圖 8-5 は泉屋z古館藏の黃武四年 (225) 鏡 (泉屋 71) である。內區の圖宴表現はⅡ式


















吳後は 238 年にはじまる。241 年に皇太子の孫登が病沒し，孫權の後嗣をめぐって皇
太子孫和の黨と魯王孫îの黨に分かれた政爭があったものの，政權は比	*安定してい
た。しかし，252 年に孫權が 71歲でKじると，政權營はにわかに不安定となる。わず


































の「百鍊淸銅」，圖 9-5 永安六年 (263) 鏡や圖 10-1・圖 10-2 嘉興元年鏡の「百湅淸銅」，
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圖 10-4太元年 (256) 鏡の「百湅正銅」に變/したのであろう。
この「4作眀鏡，百湅淸 (正) 銅」と同時に出現し，竝行して用いられた吳後の代表
*な四言句が「4作眀鏡，可以照𠛬 (鏡を4作するに，以て形を照らす可し)」であり，泉
屋z古館藏の赤烏元年 (238) 對置式神獸鏡 (泉屋 72) にみえる。その「照 (昭) 𠛬」はこ
れまで「昭」と讀まれてきたが，「𠛬」は「形」の假借で，漢鏡銘に「以之爲鏡昭身
(人) 𠛬」(集釋 402) という用例がある。
第 4句は，圖 10-4太元年鏡や圖 4-6 永安四年 (261) 重列式神獸鏡に「上應星宿，下
辟不祥」とあり，これも吳後に多い對句である。ただし，奈良縣東大寺山古墳出土の
鐵刀銘に「中□□，五丙午，4作荏刀，百練淸剛，上應星宿，□辟不□」という類
句があり〔梅原末治 1962〕，その用例は後漢の中年閒 (184-189) にさかのぼる。
一方，吳に會稽を特Yづけた銘は，230 年代に減少しはじめるが，湖北省鄂州
市鄂鋼綜合原料厰 31 號墓から出土した圖 9-3赤烏元年鏡 (鄂州 190) の銘は，吳後に
おける數少ない會稽の例である。
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圖 9 吳後の對置式神獸鏡
1：莊靜芬氏藏赤烏元年 (238) 鏡 (森下違司氏撮影)，2：五島美館藏赤烏元年 (238) 鏡 (岡村撮影)，
3：湖北省鄂州市鄂鋼綜合原料厰 31 號墓出土赤烏元年 (238) 鏡 (鄂州 190)，4：黑川古/硏究%藏太
元年 (256) 鏡 (岡村撮影)，5：五島美館藏永安六年 (263) 鏡 (岡村撮影)，6：黑川古/硏究%藏寶鼎



























た。未讀の第 2句は吳後に多い「4作眀悦」であろう (圖說：吳 48)。
圖 9-6 は黑川古/硏究%藏の寶鼎二年 (267) 鏡 (五島 58) である。圖宴成は@體
に圖 9-3 鏡に類似し，獸と獸とのあいだは片側に仙人，もう一方には小
だけがあり，
それは圖 9-2 鏡にい特Yである。銘のパターンは圖 9-5 鏡に同じ。
以上の吳後の對置式神獸鏡は，すべてⅢ式に÷括できる圖宴成である。しかし，
圖宴表現や$圓方形帶の樣をみると，吳後のはじまる赤烏元年鏡の段階に，吳の
特Yをとどめた圖 9-1 鏡と，定型/の出發點となった圖 9-3 鏡とが竝存した。ところが，













について，梅原末治 (圖說：吳 21) はその紀年を「円興二年」と讀んだが，西田守夫
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嘉興元年，歲在大陽。 嘉興元年，歲は太陽に在り。






制作悦， 百湅淸銅。 () 鏡を制作するに，淸銅を百鍊せり。
j者萬年，位至矦王。 jする者は萬年となり，位は侯王に至らん。
辟不羊。 不祥を辟けん。
という吳後に多い四言句からなり，なかでも第 3・第 4句は吳後に特 の語句である。
第 1句の「歲在大陽」の「大 (太) 陽」は歲在の干荏ではなく，陽氣盛の歲にあること
を示し，太元年 (256) 鏡 (鄂州 197) や寶鼎三年 (268) 鏡 (五島 59) など吳後後$に
例がある。第 2句の「巛」は「坤」の古字で，「乾坤合/」は天地・陰陽の氣を瓜合する
こと，「王o始」は王權の成立を頌祝する語句である。
































Ç當であり，圖 10-2 鏡の圖宴樣も圖 9に例示した吳後のⅢ式にふくめられる。問題
は圖 10-1 鏡の圖宴樣が圖 7に示した漢末のⅠ式にいことである。



















































圖 10-5 は安徽省當涂縣管%が收集した五鳳二年 (255)「董霸」鏡〔馬鞍山市物管理










































「嘉興元年」鏡 (鄂州 294)，3：湖北省鄂州市西山水泥厰 79 號墓出土黃龍元年 (229) 鏡 (鄂州 184)，4：
北京市Y集太元年 (256) 鏡〔長怨 1989：圖 36〕，5：安徽省當涂縣管%收集五鳳二年 (255)「董霸」



















































たとえば円興二年 (253) 同向式神獸鏡は，$圓方形帶の方格に 1字ずつ「鮑氏作悦，□
且眀□」とあり，圖宴樣は吳のものと類似する。永安元年 (258)「師朱武」同向式













































吳滅ïの[年につくられた圖 11-5太康二年 (281) 對置式神獸鏡には「吳郡工淸羊4作
之鏡」という銘があり，吳郡での作鏡が確かめられる。江南の吳郡では漢鏡 7 に
「吳郡胡陽 (里) 張氏元公」が各種の神獸鏡を創作し，「吳郡趙忠」は圖 7-2 對置式神獸鏡





圖 11 は圖宴樣の類似する 6 面の對置式神獸鏡で，すべてに紀年銘がある。圖 11-1
漢三國西晉時代の紀年鏡
475 〔60〕
は後漢の{康元年 (220)，圖 11-2 は吳の黃武元年 (222)，圖 11-3 は黃龍元年 (229)，圖
11-4 は天紀元年(277)，圖 11-5 は西晉の太康二年 (281)，圖 11-6 は太康三年 (282) の紀
年があり，後漢・吳・西晉代にまたがっている。このうち圖 11-3 は安徽省和縣小周村太
康九年 (288) 墓の出土で〔安徽省物工作Cほか 1984〕，圖 11-5 の同型鏡は浙江省金華市
から出土 (浙江修訂 81) している。ほかの 4面はすべて出土地不詳である。
圖 11-4 鏡から圖 11-6 鏡までの 3 面は，年代が接し，圖宴樣が類似しているのは








圖 7-2「吳郡趙忠」鏡や擬古作の圖 10-1「嘉興元年」鏡・圖 10-5 五鳳二年「董霸」鏡・
圖 10-6 永安六年「費氏」鏡などに類似し，圖宴@體の表現をみれば，圖 9-2・圖 9-3赤
烏元年鏡が似する。圖 11-1・圖 11-3 鏡には兩神の龍虎座がなく，ほかの 3面には龍虎
座があるが，圖 11-4 鏡はその右側の獸が大きくあらわされている。また，吳後に多い
雙鳥座は用いられていない。
8神の左右に配置された獸の表現には 2種類あり，圖 11-1・圖 11-5・圖 11-6 鏡の 3




鳥とを配し，これと同形の鳥は圖 11-5・圖 11-6 鏡にもみえる。それをやや小さくした鳥
は擬古作の圖 10-1黃龍元年鏡にもあった。圖 11-3 鏡と圖 11-4 鏡は一神ずつ配置するが，














$圓方形帶は圖 11-2 鏡をのぞいて地に珠をいれるのが特Yである。それは圖 6-4円
安二十四年 (219) 鏡以の特Yで，吳鏡では圖 5-5「吳郡©蔓」同向式神獸鏡や圖 9-1
赤烏元年・圖 10-6 永安六年の對置式神獸鏡など例が少ない。また，圖 11-1 鏡と圖 11-5
鏡をのぞいて$圓內には芝草があり，圖 11-3 鏡と圖 11-6 鏡には$圓外にも芝草が
ある。$圓外の芝草は圖 7-1「九子」對置式神獸鏡にはじまり，圖 7にあげた初の對
置式神獸鏡のほか，圖 5-3黃初二年 (221) 同向式神獸鏡に取りいれられた樣である。
吳鏡では圖 9-2赤烏元年・圖 10-1「嘉興元年」・圖 10-3黃龍元年の對置式神獸鏡など例











$圓方形帶の方格は形骸/し，銘をいれたのは圖 11-2 鏡と圖 11-6 鏡の 2 面だけで






している。ここにあげた 6面のうち，紀年鏡との對應が示されている型式は，圖 11-5 鏡
と圖 11-6 鏡が長江中液域系の對置Ⅲ B，圖 11-4 鏡が錢塘江系の對置Ⅴ B である。圖
11-1 鏡から圖 11-3 鏡はおそらく錢塘江系の對置Ⅴ Aにあたると思われ，6面すべて 3世
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圖 11 吳末から西晉初の擬古鏡
1：五島美館藏{康元年鏡 (岡村撮影)，2：劉體智舊藏黃武元年 (222) 鏡 (圖說：吳 1)，3：安徽省和
縣小周村太康九年墓出土黃龍元年 (229) 鏡〔安徽省物工作Cほか 1984〕，4：泉屋z古館藏天紀元年
(277)「師徐伯」鏡 (岡村撮影)，5：五島美館藏太康二年 (281) 鏡 (岡村撮影)，6：五島美館藏太康
三年 (282) 鏡 (岡村撮影)
方形帶だけを基準とした分類方法に問題があろう。





























第 1句の歲在は實曆。第 2句は日付を數字で表記する。第 3句以下は，圖 10-5 五鳳二年
(255)「董霸」鏡と同じように，漢代の銘をまねた擬古*な七言句である。










































とあり，第 1句の「在」から第 2句の「日」までは型液れで讀めないが，梅原 (圖說：吳
1) は黃武元年の歲在によって「大歲在壬寅」とし，王仲殊〔1987〕は第 3句を「五丙










































まず，古の紀年鏡である永始二年 ( 15) 鏡の銘には，陽氣大となる鑄4の吉日
である「五丙午」を記している。初の紀年鏡は，陰陽五行の考えにもとづいて，鏡
の性質を強/することに8たる目*があり，年號を記すことは必ずしも必7ではなかっ


























































(180〜190 年代) と，「示氏」重列式神獸鏡の第 2B段階 (196〜205 年) に分けられる。第 3
段階は會稽が出現する吳，第 4段階は赤烏元年 (238) 以影の吳後で，孫權が沒













江南では遲くとも 180 年代に神獸鏡の制作がはじまった。それが第 2A段階である。
































第 4段階の吳後は赤烏元年 (238) にはじまり，孫權が沒する 252 年を境に第 4A段


















ば，第 2A段階から第 2B段階への變/よりも，會稽の出現する第 3段階こそが畫*
である。すなわち，獻5の円安二十年 (215) ごろ，紀年鏡の銘が大きく轉奄し，第 2A
段階の同向式神獸鏡・重列式神獸鏡・對置式神獸鏡の圖宴にならった諸型式が成立した
段階である。第 3段階をもって吳としたゆえんである。
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On the Dated Mirrors from the Han, Three Kingdoms,
and Western Jin Dynasties ;
Lines of the Craftsmen School of the Mirrors with the Image
of Divinities and Animals
Hidenori OKAMURA
Chinese bronze mirrors are highly appreciated by Chinese and Japanese archaeolo-
gists, for they are particularly useful for chronological studies. Aside from the actual
design, inscriptions can be found on a great many mirrors from the Han, through the Three
Kingdoms, to the Western Jin Dynasties.
I organized the Research Project on Chinese Mirror Inscriptions to make a safe
interpretation of all the inscriptions known so far, and to investigate the dated mirror
inscriptions of Shen-shou 神獸 mirrors from the second century to the third century in
particular. Based on the analysis of the style, I divide Shen-shou mirrors roughly into four
periods.
In the first period, Guan-han 廣漢 school founded in Sichuan, created Shen-shou
mirrors with ring-like nipples in the second century. In the second period, Zhang-shi
Yuangong 張氏元< working at Wu-jun吳郡 and Xiang-fang 盖方 began to imitate the
Shen-shou mirror of Guan-han school in 180s, and broke up into three types of Shen-shou
mirror with the unidirectional, the contrapositional and the stratified arrangements in 190s.
At the same time, Family Shi 示氏 produced the Shen-shou mirror with the stratified
arrangement dated from 196 A. D. to 205 A. D.. In the third period, Kuai-ji 會稽 school
founded about 215 A. D. in Zhejiang, imitated the three types of Shen-shou mirrors in the
second period, but there are plenty of noteworthy aspects to the inscriptions mentioned
with a date of casting and its sign of the Chinese sexagenary cycle, Gan-zhi 干荏. In the
fourth period, Wu and Kuai-ji school mainly produced Shen-shou mirrors with the
contrapositional arrangement, and after Sun Quan 孫權 ʼs death in 252 A. D. Wu Emperor
enhanced the national prestage in the mirror inscriptions to celebrate for the first year of
the imperial era such as Huang-wu黃武, Huang-long黃? and Jia-xing 嘉興 which was
the lost name of the imperial era to commemorate the Prince Sun He 孫和.
